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J-PARCにおける超小型キュービックアンビル圧力発生装置を用いた氷の中性子回折
実験
High-pressure neutron diffraction experiments of ice at TAKUMI in J-PARC using Palm
cubic anvil apparatus
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氷にはこれまでに 16の相が知られている。そのうち氷 VI は約 1-2 GPaで安定な構造として知られており、その水素
原子は無秩序配置を取っている。
近年、中性子回折を用いた研究 (Salzmann et al., 2009)により、氷 VI の水素秩序相が反強誘電性の構造を持つことが報

告され、氷 XV と命名された。しかし、Salzmann et al. (2009)では、試料を生成した後、液体窒素温度で圧力を解放し、
測定は常圧で行われている。これまで、高圧下での氷 VI の秩序相の中性子回折パターンは測定されていない。
そこで、本研究では、小型マルチアンビル型圧力発生装置 (上床ら, 2008)の氷の粉末中性子回折測定への最適化を行

い、高圧下での氷の中性子回折測定を行った。中性子回折測定には、J-PARCの工学材料回折装置「匠」(BL19)を用いた。
アンビルを始めとする高圧セルの構成部品や圧力媒体の材質の検討を行った。また、高圧セル外殻をカドミウム箔な

どの遮蔽材で覆い、ラジアルコリメータを用いることにより、試料以外からの散乱を除去することができた。
約 1.5 GPa, 60, 150, 250 Kにおいて氷の中性子回折パターンを得た。その結果、氷 VI の水素秩序相は、氷 XV とは異

なる強誘電体の構造を持つ可能性が示された。しかし、試料の粉末性が悪く、構造解析を行うには至っていない。そこ
で、試料の粉末性を高める工夫を行っている。
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